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＜手帳の歴史＞

１．1942年7月「厚生省令第35号」：妊産婦手帳
（瀬木三雄考案）

２．1948年1月「児童福祉法」：母子手帳

３．1965年8月「母子保健法」：母子健康手帳

４．2022年？ 提案 「親子手帳」へ

配給品の記録

（１）既存の手帳をふりかえる
『妊産婦手帳⇒母子手帳⇒母子健康手帳』⇒『当事者が求めている手帳は？』



（２−１）若者の声：女子大学生「母子健康手帳・分析に挑む」
2021年前期・授業『家族社会論』同志社女子大学3〜4年生（約40人）

＜講義の流れ＞
１．事前の学び（1）日本の家族制度、旧民法・新民法と家族を学ぶ

（2）日本国憲法制定が家族に・個人に何をもたらしたか
（3）舩橋惠子著『母性』論文を読む
（4）奥山和弘著『しきたり雀』（パロディー）を読む

２．自分自身の母子健康手帳を親から借り見せてもらえるか否か尋ねる。

３．自分自身の母子健康手帳持参者＝６割程度（見せたくない親あり）
（持参できない場合には、筆者持参の手帳を貸与）

４．グループ討論・分析、各班の報告 （4人一組ほどで）

その後、Report提出。さらに以下の文献を配布する

中山まき子「『母子健康手帳』からみた産育と政策」『産む・産めない・産まない
ー女性のからだと生き方読本ー』（松岡悦子編）、講談社現代新書、2007、194〜215頁



（２ー２） 女子大学生の母子健康手帳分析から、 『え〜っ？・ もの申す！・ 提案』

1. 子どもの成長に関して断定的、「この年になると、こうなる」とあると焦が！！！！
2. 平均的な子どもの記録しか、解らな〜い。

3. 表紙も挿絵も、母と子ばかり。内容欄の「ゆさぶらないで！」の挿絵さえ、母が子ども
を抱っこしてる。ヘン。

4. 結婚年齢って書く必要ありますか？

5. 母乳じゃないとダメ！！という「圧」を無くして。
6. 母乳と人工乳の双方のメリット・デメリットを書いて下さい。

7. 母子健康手帳って名前おかしくないですか。
8. 夫の記入欄について、夫自身で書くような指示文が必要カモ。
9. 途中でなぜか、「父のあり方」を入れている手帳がある。父読むの？

10.産んだ後の母の記録、これだけ？「歯と体重６ヶ月間！！！」 酷い！
11.「保護者の記録」で「子どもの様子」を書くのですか？保護者？子ども？解りにくい。

12.詳細を知るためには、QRコードを加えては。
13.健康保険証を入れることができる工夫が欲しい（それを持ってすぐに医療機関等に行か

れるから）。

最も熱心な班から：最終提案＝「繋がり健康手帳」はどうでしょう、と。



（２ー３） 女子大学生の母子健康手帳分析から、 『繋がり健康手帳（案）』

色を塗る時間がないと、苦情！



（３）市販されている様々な手帳
ー大事なIdeaはあるか？ー

（１）父子手帳・パパ手帳・父子健康手帳・父性手帳

（２）親子健康手帳

（３）複数言語による母子健康手帳

（「母子衛生研究会」編集、母子保健事業団発行）

（４）JICAによる国際協力として現地で作成される諸手帳



（４−１）父子手帳・パパ手帳・父子健康手帳・父性手帳

（1）①汐見稔幸他著、『父子手帳ーお父さんになるあなたへー』大月書店、1994年
②汐見稔幸他著、『父子手帳 Part II 乳幼児編ー』大月書店、1999年
特徴：ひたすら、知識伝授・方法伝授の文字に溢れた手帳

(２)医療法人財団・足立病院編『パパ手帳ー20年後の君へ〜』足立病院、2010年
特徴：ママとの出会いから子ども20歳までの、パパの「日記帳風」

(３)京田辺市こども福祉課・賛育会病院院長・鴨下重彦監修『父子健康手帳』東京法規出版、
年不明

特徴：妊娠・出産・育児（総て子ども対応）の知識や方法の伝授。文字一杯のスタイル
(4）アアセイコウセイ省『父性手帳』父性手帳を交付する会編、１９？年

特徴：もっとも個性的（次を参照）

(1)ー② （２） （３） （４）



（４−２）アアセイコウセイ省編『父性手帳』の内容紹介（１）



（４−３）アアセイコウセイ省編『父性手帳』の内容紹介（２）

＜お父さんの心得＞
◎生理的父親で社会的に承認される父親のこと
◎養子縁組する場合
◎離婚あるいは未婚の母と婚姻関係あるいは同居の関係にはいつた場合
◎子の母が、社会的に承認された父以外の男性との関係によって妊娠・
出産した場合

◎精子提供を受ける場合、



(5) 親子健康手帳

特徴：母子健康手帳との比較から
①小学校６年間、中学校3年間の子どもの身長・体重・健康状態を記載する欄を設けている。
②親のどちらでも書くことができるようになっている。但し、母親に関する事項の記入欄が多い。
③既存の母子健康手帳のコンセプトと大きな違いは見られない、が、、、、

『この母子健康手帳は博報堂生活総合研究所の

研究プロジェクト「日本の母子手帳を変えよう」
により作成されました。』博報堂、2011



（６）外国語による母子健康手帳のいろいろ

１. 英語
２．中国語
３．スペイン語
４．ポルトガル語
５．タイ語
６．タガログ語
７．ハングル語
８．インドネシア語
「母子衛生研究会」編集
母子保健事業団発行

問い：その他、何語が必要か？



（７）JICA：国際協力から生まれた様々な手帳事例

事例1：メキシコ・ゲレロ州 事例２：メキシコ・ベラクルス州

日本の母子健康手帳は国際協力により世界のとくに途上国支援に活用され
ている。但し、各国の国情を踏まえた記載や内容が重要である！！

例：麻薬が深刻な国で、避妊・中絶が難しい国で・・・他



（８）提案：母子健康手帳 見直しに向けて

１．手帳の名前①

「母子」から「親子」へ・・・

理由①：子育ては「母」だけの役割ではない

理由②：産んだ女性が、育ての女性＝母になるとは限らない

◎「保護者・養育者」等の表記の重要性を維持

理由③：生殖技術等の利用による「母・父・親」の増加

理由④：「様々な母・父」は「親である・親になる」

２．手帳の名前②

・「健康」はできれば「権利」とセットで使いたい

注：1994年〜国際人口開発会議での日本政府の合意事項

「性と生殖に関する健康と権利」（Reproductive Hearth 

and Right）を重視していく

◎名称案：「親子手帳」、「親子健康権利手帳」、（「親子健康手帳」）



（８）提案＜続き＞：母子健康手帳 見直しに向けて

３．手帳の内容点検 （赤部分は別紙・別冊等で？）

＜現状の課題＞：女性に関し産後・子育て期の女性に対する記録や記述は、

「体重６ヶ月間」と「歯の健康」

＜加えたい内容＞

１）出産後１年未満の「自殺防止」のための情報

２）「産後うつ防止」のメンタルヘルス（複数の時期で）

３）子育て困難防止や児童虐待を視野に入れた地域サポートシステム情報と心の点検

情報、あるいはアクセス法

４）困った時の何でも相談用の場所・人・方法に関する情報等

５）育児休業取得者情報 ①男性編、②女性編、

６）休業開け「認可保育所入所方法」：①１歳から編、②1.6歳から編、③２歳から編

７）「子育て世代包括支援センター／母子健康包括支援センター」の内容と活用方法

さらに同所のコーディネーターについて、繋がり方は？

４．父の内容の組み込み方は？別冊か？、「親」で収斂できるか？

５．デジタル時代に即して

１）「紙の手帳」と「スマホの手帳」

◎両輪で、ただし「紙媒体を第一義に」：理由＝消えない

２）重要な知識や情報を「QRコード」で加える



付録： 母子健康手帳を卒業した「女性たち」へ
ー「10年女性健康手帳」のことー

＜特徴＞
①1頁＝一ヶ月
②一ヶ月×12ヶ月（＝365日）×10年
③月経周期と基礎体温スケール早見付
④健康健診・乳がん・その他の癌ほか記録付、他中山の場合：2003年〜2021年10月現在（二冊目）

見開きでA4
⬇️
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